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研究概要	

　肥沃な土壌で高い生産性を維持するために、土壌中での有機物や養分の動態を微生物バイオマス

や酵素活性などの土壌生化学的手法を用いて解明する。	

　現場に即した物質動態を解析するために	
　　①　土壌資源インベントリーの作成	
　　　　　（土壌調査・分類による調査地域の土壌生産力図の作成、土壌断面標本（モノリス）の作製、	
　　　　　　土壌理化学性の分析による土壌生産力データベースの構築）	
　　②　土壌生化学的手法を用いた分析	

　　　　　（土壌糖などの土壌有機物、土壌微生物バイオマス、土壌酵素活性の分析）	

　　　を通して、フィールドでの土壌の生産性を解明し、適切な土壌管理の方法を提言する。	

	

主要研究テーマ	

　1.　畑・水田・草地における土壌生産力図の作成	
　2.　コンポストやバイオ炭などの有機質資材施用が土壌の理化学性や生物性に及ぼす影響の解明	
　3.　土壌団粒での有機物 - 微生物バイオマス - 酵素活性の関係の解明	

　4.　土壌有機炭素蓄積機構の解明	
　5.　土壌糖の存在形態と機能の解明	

生産環境科学教育研究分野	

Fig.1 Soil map	

Fig.2 Soil nutrition maps	

Ca2+ Mg2+ K+ Na+

(dS m-1) (g kg-1) (%)

 Ap 6.3 5.3 0.08 13.75 9.4 43.7 3.2 13.8 26.8 14.3 3.4 0.4 0.4 69 46 0.1
 Cgir1 6.7 5.8 0.08 13.41 9.3 37.3 2.5 15.1 26.8 16.9 4.0 0.4 0.4 81 41 0.3
 Cgir2 6.9 6.1 0.07 12.76 9.5 27.3 1.8 15.1 23.4 15.7 3.8 0.3 0.3 86 44 0.9
 Cgir3 7.0 5.9 0.05 12.38 9.6 16.9 0.9 18.2 23.1 15.3 3.7 0.5 0.4 86 39 1.9
 Cgmn 7.2 5.9 0.04 9.51 9.4 13.3 0.9 14.9 20.3 13.3 3.5 0.5 0.4 87 28 0.9
 C1 7.2 5.9 0.04 9.65 9.4 14.3 0.9 15.4 20.5 13.5 3.5 0.5 0.4 87 30 0.7
 C2 7.3 5.7 0.03 6.94 8.9 4.9 0.2 21.7 14.1 9.3 2.9 0.5 0.3 92 33 0.4
*1　Phosphate absorption coefficient,  *2　Cation exchange capacity,  *3　Base-saturation

Medium-textured Haplic Gray Lowland soils

CEC*2 Exchangeable cation
BS*3 Fed Mnd

(g kg－１) (cmolc kg-1) (g kg-1)
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図２　団粒組成
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図１ 土壌中の団粒モデル

図33　土壌全体のデヒドロゲナーゼ活性分布
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図４　バイオマス当りデヒドロゲナーゼ活性
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⼟土壌中で５０％近くも存在
する250μ m画分はバイオ
マス当りの活性が低く、有
機物分解能が低い画分。

↓
エサとなる基質が保護され
ている可能性がある

⼟土壌中では250μ m画分が50％
近く存在する。バイオマスと酵素
活性は⼟土壌中全体では250μ m
画分が⾼高い画分と⾒見見ることが出

来る

図２　団粒組成

00 1100 2200 3300 4400 5500

22mm mm画分 	 
（22--88mm mm）

225500μmm画分
 	 （00..2255--22mm mm）

110000μmm画分 	 
（00..11--00..2255mm mm）

（％）

耕起化学肥料区

不耕起化学肥料区

不耕起堆肥区

耕起堆肥区

図１ 土壌中の団粒モデル

図33　土壌全体のデヒドロゲナーゼ活性分布

00 1100 2200 3300 4400 5500 6600

２mm mm

２５０μmm

１００μmm

（nn 	 mm ooll 	 
--11
 	 gg
--11
 	 hhrr
--11
）

図４　バイオマス当りデヒドロゲナーゼ活性

00..0000 00..0022 00..0044 00..0066 00..0088 00..1100 00..1122 00..1144 00..1166

２mm mm

２５０μmm

１００μmm

（nn 	 mm ooll 	 gg--11 	 hhrr--11）

⼟土壌中で５０％近くも存在
する250μ m画分はバイオ
マス当りの活性が低く、有
機物分解能が低い画分。

↓
エサとなる基質が保護され
ている可能性がある

⼟土壌中では250μ m画分が50％
近く存在する。バイオマスと酵素
活性は⼟土壌中全体では250μ m
画分が⾼高い画分と⾒見見ることが出

来る

微生物バイオマスと	
土壌酵素活性	

FM本町の土壌資源インベントリー	
（土壌図、養分分布図、土壌データベース、土壌モノリス）	

Soil monolith	

Soil map	


